
 

 

  

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭 
「芸術祭の手引」 

 
 
 

【参加公演の期間】 
（１）関西参加公演の部 
令和４年１０月２日（日）～１１月１０日（木） 

（２）関東参加公演の部 
令和４年１０月１２日（水）～１１月１０日（木） 

【提出期間等】 
（１）提出期間 
令和４年６月２０日（月）～６月２８日（火）（必着） 

（２）提出方法：下記URLのWEBページの登録フォームにおいて、団体概要や公演内容等を必ず入 力し、 
その結果生成される申込書（PDF）をダウンロード・印刷していただき、必 要添付書類と併せて提出して

ください。なお、環境等により、WEBページからの登録が難しい方は、(３)の提出先まで御連絡願います。 
また、申請書の提出は必ず、郵送、宅配便などにより、(１)の提出期間中必着で送付してください（特 

定記録郵便等配達の記録が残る方法によること）。持参による提出はできませんので御留意ください。 
 

                ○登録用WEBページ 

https://geijutsusaiboshu.bunka.go.jp/2022boshu/ 
  

  

   （３）提出先 

         〒１０８－００２２ 東京都港区海岸３－５－１ 株式会社ステージ ２Ｆ 
          文化庁芸術祭運営事務局 参加公演申込受付担当 

                  TEL：０３－３５５４－５１７０ 

                  Mail：geijutsusai2022@stage.ac 

         （問合せ時間）平日（月～金）の９時３０分～１７時３０分 

※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 
※ 参加公演等の詳細については、１ページ以降を参照してください。 

 
 

【提出方法】 
下記URLのWEBページの登録フォームにおいて、団体概要や作品内容等を必ず入力し、その結果生成され 
る申込書（PDF）をダウンロード・印刷していただき、それぞれ下記の該当す る先へ提出してください。

なお、環境等によりWEBページからの登録が難しい方は、上記の(３)の文化庁芸術祭参加申込み受付担当ま

で御連絡願います。 
 

 ○登録用WEBページ 
      https://geijutsusaiboshu.bunka.go.jp/2022boshu/ 

演劇、音楽、舞踊及び大衆芸能の各部門 

テレビ、ラジオの各部門 



 

 

【提出期間・提出先】 
・日本放送協会（NHK）各放送局 

提出期限及び提出先等詳細については、日本放送協会メディア総局展開センターにお問い合わせ

ください。 
 
    ・一般社団法人日本民間放送連盟会員各社 
     提出期限：令和４年９月２日（金）（必着） 
     提出先：〒１０２－８５７７ 東京都千代田区紀尾井町３－２３ 
         一般社団法人日本民間放送連盟 番組・著作権部 

※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 
※ 応募に関する詳細については、４ページ以降を参照してください。 

 
 

【提出方法】 
下記URLのWEBページの登録フォームにおいて、団体概要や作品内容等を必ず入力し、その結果 生成さ 
れる申請書（PDF）をダウンロード・印刷していただき、必要添付書類と併せて下記まで 提出してくださ 
い。なお、環境等によりWEBページからの登録が難しい方は、文化庁芸術祭参加申込み受付担当まで御連 
絡願います。 

 
○登録用WEBページ 
  https://geijutsusaiboshu.bunka.go.jp/2022boshu/ 

 
 

 
 
  【提出期間・提出先】 
    提出期間：令和４年７月１日（金）～７月２９日（金）（必着） 
    提出先：〒１０５－０００１ 東京都港区虎ノ門２－２－５ 共同通信会館９階 

一般社団法人日本レコード協会 管理部 
※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 
※ 応募に関する詳細については、７ページを参照してください。 

 
 

レコード部門 
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芸術祭シンボルマーク 
 

このシンボルマークは、平成７年に文化庁芸術祭第５０回を記念し

て彫刻家・多田美波氏に委嘱制作したものです。 
芸術祭について広く一般に親しみを増し、理解を深めるため、芸術

祭関係のポスター、チラシ、プログラム等に活用し、芸術祭のイメー

ジアップを図りたいと思います。 
芸術祭参加公演の上演に際しては、このシンボルマークを御活用く

ださい。 
文化庁芸術祭執行委員会 

 
 

芸術は人間にのみ与えられた創作活動なのである。生きている限

り、果てしなく、広くそして深く追求し続けているものは、永遠に

煌く美にほかならない。 

多田 美波 



 

 

令和４年度（第７７回）芸術祭への参加については、芸術祭開催要綱及び令和４年度（第７７回） 文化

庁芸術祭参加規程によるもののほか、この「芸術祭の手引」によります。なお、参加規程及び「芸術祭の

手引」に違反する行為があった場合は、参加を取り消すことがあります。 

 
Ⅰ 参加の対象とする部門 

【参加公演】 

１ 演劇部門 

（１）関東参加公演の部 （２）関西参加公演の部 

２ 音楽部門 

（１）関東参加公演の部 （２）関西参加公演の部 

３ 舞踊部門 

（１）関東参加公演の部 （２）関西参加公演の部 

４ 大衆芸能部門 

（１）関東参加公演の部 （２）関西参加公演の部 
【参加作品】 

５ テレビ部門 

（１）ドラマの部 （２）ドキュメンタリーの部 

６ ラジオ部門 

７ レコード部門 

 
Ⅱ 参加方法等 

１ 参加公演（演劇、音楽、舞踊、大衆芸能の各部門） 

（１）参加公演の条件 

① 内 容 

ア  企画性に富み意欲的な内容を持った芸術祭にふさわしい内容を備えていることを必要と

します。 

イ  プロの芸術家・芸術団体が制作・出演に係るものに限ります。ただし、特に必要と認めら 

れる場合はこの限りではありません。 

② 参加の単位 

ア 参加は、原則として公演単位とします。 

イ 同一の団体（個人）の参加は、同一部門１公演とします。 

③ 公演会場 

公演会場は、関東参加公演については関東圏内（東京都内及びその周辺部）とし、関西参加 

公演については関西圏内（大津市、京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市及びその周辺

部）とします。 

④ 参加期間 

関西参加公演は、令和４年１０月２日から令和４年１１月１０日までの間とし、関東参加公演

は、令和４年１０月１２日から令和４年１１月１０日までの間とします。 

（２）申込み方法 

参加を希望する者は、WEBページの登録フォームにおいて、必要事項を記入し、記入完了により生成 

されるファイルをダウンロード・印刷し、申込み受付期間（令和４年６月２０日（月）～６月２８日

（火）（必着））内に、文化庁芸術祭参加申込み受付担当宛てに提出してください。 

※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 

 

１ 



 

 

【提出書類等】 

提出書

類 
提出部数 提出要件 

参加申込書（４枚つづり） 
※原則４枚ですが、入力文字数によっては５枚になる場合もあります 

１部 
必須 

最近行った公演のチラシ等（過去の公演のもの） １部 必須 

簡単な経歴・芸歴資料 １枚 必須 

公演記録（音楽 CD、DVD）等 １式 初参加又は 
過去５年間に参加

承認がない場合 

企画書等公演内容のわかる資料 １部 
（３枚程度） 

参加公演が 
新作の場合 

※提出された資料等は返却できませんので、御了承ください。 
※審査用に複写する都合上、ファイル綴じやホッチキス止めは御遠慮ください。 
 （詳細は資料１の「郵送時の確認ポイント」を御参照ください。） 

 
（３）参加の承認等 

参加申込みを受けた文化庁芸術祭執行委員会事務局（以下「執行委員会事務局」という。）は、 各

部門の審査委員会に参加の可否を諮り、その結果は８月上旬を目途に申込者に通知します。 

 
（４）審査の観点等 

審査に当たっては、下記の点に留意します。 

① 特定の者に限らず、一般に公開されていること。 

② 独創性に富み、企画、内容及び技法が総合的に優れていること。 

③ 鑑賞者に健全な感動を与えるものであること。 

④ 政治的又は宗教的宣伝意図が顕著でないこと。 

 
日程重複の場合の調整方法としては、下記の点に留意します。 

① 参加公演の各部門、１日に１公演の審査を原則とし、複数の参加希望がある場合は、公演の

内容等を斟酌し、審査委員会で合議の上、参加承認の可否を決定する。 

② 公演会場、公演時間を考慮し、合理的な移動方法で１日に複数公演の審査が可能であり、か

つ、審査委員会において参加の意義が高いと認められた場合は、①に関わらず複数公演の参

加を承認することがある。 

 
（５）参加承認後の手続等（詳細については、参加承認通知とともにお知らせします。） 

① 参加公演については、ポスター、チラシ、プログラム、WEB サイト等に芸術祭シンボルマ

ークを使用し、「令和４年度文化庁芸術祭参加公演」と明示してください。 

【掲載方法】 

 令和４年度文化庁芸術祭参加公演 

なお、掲載方法の詳細については、参加承認公演についての通知発送の際に同封させていただ 

く書類を御覧ください。 

② 参加を承認した公演については、参加承認日の公演を審査委員が観覧し、審査を行います。

当日、観覧する委員名は、後日通知させていただきます。参加公演の主催者は、チラシを該当部

門の審査委員７名に、それぞれ公演初日の１０日前までに必ず送付してください。なお、入場

券・プログラム等については各審査員に送付せず、当日受付で直接渡してください。 

 
 ２ 



 

 

※ 参加公演に係る招待状を審査委員宛てに送付される方が見受けられますが、混乱の元とな り

ますので、絶対に送付しないでください。 

③ 参加公演の主催者は、公演前に当該チラシ及びプログラム各２部を執行委員会事務局宛てに必

ず提出してください。 

④ 参加が承認された者は、参加規程を遵守してください。参加承認後の計画変更（会場、日時、出演 
者、演目、上演時間等の変更）は、原則として認められません。やむを得ない事情により変更する 
場合や都合により辞退をされる場合には、直ちに執行委員会事務局に御連絡ください。その上で、  
事務局の指示に従い内容変更届又は辞退届を提出し、承認を得てください。（内容変更届の提 出は、 
公演実施日の１か月前までとなります。）なお、変更内容によっては、参加の承認を取り消すことが 
あります。また、承認を受けずに変更を行った場合には、審査ができませんので、承認を取り消させ 
ていただきます。 

 
（６）留意事項 

① 参加部門は４部門（演劇、音楽、舞踊、大衆芸能）です。いずれの部門に申し込むかは、参加 

希望者が選択してください。 

② 昼夜２部制等で行われる公演は、各部をそれぞれ１公演とみなします。また、能楽については、 

公演単位のほか、作品単位でも申請することができます。 

③ 参加公演の主な出演者やスタッフが外国人であっても、日本国内を主な芸術活動の場としてい 

る場合や、日本の芸術家（芸術団体）との共同制作などの企画であれば申請することができます。 

④ 芸術祭公演の高い水準を維持するために、参加者は相当の実績を有することが必要です。 

⑤ 公演内容が温習会、試演会的な要素の強いもの、また、観客が特定の人に限られ一般公開性の薄い 

ものは参加が認められません。ただし、これらの公演が申請公演と同一日・同一会場で行われる場 

合等であっても、プログラムが分かれているなど申請公演が温習会等とは別の公演であることが明 

らかになっていれば申請することができます。（パンフレット等において、温習会等と演目が併 

記され、別公演として扱われていないものは認められません。） 

⑥ 参加公演への申込みに際しては、開催予定地域の感染状況や、関連する分野における感染予防 

に関するガイドライン等を参照いただき、安全に配慮された実施体制を検討願います。 

⑦ 感染症の拡大や自然災害等の緊急事態が発生した場合、公演審査を中止とする場合もありますの 

で、予めご承知おき願います。 
 

（７）その他 

参加公演の芸術祭賞の贈呈式は、令和５年１月下旬～２月中旬に関西参加公演の部は 

関西圏内、関東参加公演の部については東京都区部にて、それぞれ実施する予定です。 

 

３ 



 

 

２ 参加作品（テレビ、ラジオの各部門） 

（１）参加の条件 

① 内容 

参加作品は、企画性に富み意欲的な内容をもった芸術祭にふさわしい作品とします。 

② 参加の単位 

作品単位とします。 

③  参加期間 

令和４年１０月１日～１１月３０日 

④ 選考の対象 

ア テレビ部門（ドラマの部及びドキュメンタリーの部） 

（ア）参加作品は、令和４年１０月１日から令和４年１１月３０日までの間に放送される作品と

します。ただし、令和３年９月１日から令和４年９月３０日までの間に 初めて放送された作品で、

芸術祭の参加期間中に再放送するものについてもこれに含 むものとします。 

（イ）参加作品は、１作品あたり３時間以内とします。 

（ウ）参加申込者は、日本放送協会及び一般社団法人日本民間放送連盟の会員各社（以下、

「民放連会員各社」という。）とし、参加申込数は、ドラマ、ドキュメンタリーごとに、 日本

放送協会は８作品以内、民放連会員各社は各社１作品以内とします。 
 

イ ラジオ部門 

（ア）参加作品は、令和４年１０月１日から令和４年１１月３０日までの間に放送される作品と

します。ただし、令和３年９月１日から令和４年９月３０日までの間に初めて放送された作品で、

芸術祭の参加期間中に再放送するものについてもこれに含むものとします。 
（イ）参加作品は、１作品あたり３時間以内とします。 
（ウ）参加申込数は、日本放送協会はドラマ、ドキュメンタリー合わせて１０作品以内、民 放
連会員各社はドラマ、ドキュメンタリーごとに各社１作品以内とします。 

 

（２）申込み方法 

参加を希望する者は、WEBページの登録フォームにおいて、必要事項を入力し、その結果生成 さ
れる申込書（PDF）をダウンロード・印刷し、それぞれ下記の申込先に提出してください。なお、

申込書は、下記の申込先が取りまとめて、文化庁芸術祭参加申込み受付担当に提出していただくこ

ととなっています。 
 

【申込先】 

○ 日本放送協会（NHK）各放送局 

提出期限及び詳細については、メディア総局展開センターにお問い合わせください。 
 

○ 民放連会員各社 

提出期限：令和４年９月２日（金）（必着） 

提出先：〒１０２－８５７７ 東京都千代田区紀尾井町３－２３ 

一般社団法人日本民間放送連盟 番組・著作権部 

※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 

４ 



 

 

（３）参加の承認等 

① 参加申込みを受けた執行委員会事務局は、申込み内容を確認の上、審査委員会に報告します。 

② 参加申込み後、やむを得ない事情により作品内容等を変更しようとするときは、その理由を記

載し、原則として放送日の７日前までに、日本放送協会分については日本放送協会本部、民放連

会員各社については民放連を通じて執行委員会事務局に内容変更届を提出してください。 

③ 参加申込み後、参加作品が芸術祭期間中に放送できなくなったときは、その理由を付し、原 則

として放送日の７日前までに、日本放送協会分については日本放送協会本部、民放連会員各社

については民放連を通じて執行委員会事務局に辞退届を提出してください。 

※参加の承認については、９月下旬を目途に日本放送協会本部及び民放連を経由して、申込者に通 

知します。 

 
（４）参加承認後の手続等 

① 参加作品は、放送及びそのポスター、チラシ、WEBサイト等に「令和４年度文化庁芸術祭参加

作品」とクレジット・タイトルを付すとともに、芸術祭のシンボルマークを明示してください。 

 
【表示方法】 

 令和４年度文化庁芸術祭参加作品 

 
② 参加各社は、下記の審査用素材等を執行委員会事務局宛て（住所等は下記参照）に提出して

ください。 

【提出先】 

宛先：文化庁参事官（芸術文化担当）付 舞台芸術係（文化庁芸術祭執行委員会事局） 

住所：〒１００－８９５９ 東京都千代田区霞が関３－２－２ 

問合せ先：０３－５２５３－４１１１（内線２０８１・４７７７） 

 
○ 提出いただく審査用素材等 
 テレビ部門 ラジオ部門 
 
審査用素材 

 
 
 
台本又は 
番組説明書 

ブルーレイディスク９枚又は 
ブルーレイディスク１枚＋ビデオ

DVD８枚 
 

ドラマの部＝台本１１部 
ドキュメンタリーの部＝台本又は

それに代わるものとして、作品の

企画意図及び概要、登場人物など

を記載した番組説明書（書式は自

由）１１部 
 

オーディオCD８枚（※） 

ドラマの部＝台本１１部 
ドキュメンタリーの部＝台本又 
はそれに代わるものとして、作品

の企画意図及び概要、登場人物な

どを記載した番組説明書（書式は

自由）１１部 

※民生用プレーヤーで再生可能なものとし、トラック１にクレジットと基準信号、トラック２に本編を記録してください。 
 

※ 審査用素材については、放送された作品を再編集せずにそのまま録音、録画したものを提出

してください。ただし、審査用素材のCM部分は削除してください。なお、CMを削除したこ

とによる作品のつながりの不自然さを緩和するために、その部分に３秒程度の映像・音声の空

白部分を設けることは問題ありません。審査用素材等の提出締切日は以下のとおりです。な

お、お送りいただいた審査用素材については、返却されませんのでご了承ください。 
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※ 審査日程の都合上、放送終了後、速やかに素材をお送りくださいますようお願いいたします。（土

日祝日は審査用素材等の受け取りができませんので、ご注意ください。） 
 

放送日 送付期日 

令和４年１０月１日～１１月１３日 令和４年１１月１６日（水）まで 

令和４年１１月１４日～１１月２３日 令和４年１１月２４日（木）まで 

令和４年１１月２４日以降 放送の翌日必着 
 

※１１月下旬以降、審査を開始するため、１１月２４日以降に放送する作品について素材の提出

が遅れると、審査に支障を来すこととなりますので提出期日を厳守してください。 
※上記の提出期日に関わらず、放送終了後速やかに審査用素材等を送っていただくよう御協力をお願

いします。 
 

（５）留意事項（テレビ、ラジオ） 

① 他のコンクール等への出品作品・受賞作品も参加できます。 

② 連続ドラマやシリーズ作品の場合、芸術祭期間中（令和４年１０月１日～１１月３０日）に放送 

又は再放送する作品（部分）のみが参加対象になります。 

③ 連続ドラマやシリーズ作品からその一部を参加作品とする場合は、別添の「連続もの、シリー

ズもの概要」に、連続又はシリーズ全体と参加部分の関係を記載し、参加申込書に添付して提

出してください。 

④ １１月３０日２４時（深夜０時）に放送開始の作品は、規程上は１２月１日午前０時開始と

みなされ、参加できません。 

⑤ 海外との共同制作作品の場合、日本の放送機関が何らかの形で著作権を有するものであれば

参加対象となります。 

⑥ 参加申請は国内の放送機関が行うこととしますが、国内の放送機関と主体的に制作に関わった番組

制作プロダクションとの２者連名での申請も可能とします。 

⑦ 国内における他の放送局との共同制作作品は、その共同制作社との連名、若しくは共同制作社

の合意を得て、主たる制作社から申請してください。 

⑧ 参加申込書の「代表者職名及び氏名」は、民放連会員各社においては、原則として社長名とし

てください。ただし、申請を行う権限が他の役職員に委譲されている場合は、この限りではあ

りません。 

⑨ 放送時間の表記は午前・午後に分けず、「２４時間制」で記入してください。２４時以降は翌

日の時間としてください。 

【例】１１月１日・午後３時→１１月１日・１５時００分 

１１月１日・２６時００分→１１月２日・２時００分 

⑩ 参加作品を芸術祭の期間外に「芸術祭参加作品」のクレジット・タイトルを入れて再放送する

場合には、原則として再編集は認められません。 

⑪ テレビ・ラジオの各部門については、度重なる放送日時の変更が生じており、芸術祭参加番

組を広く一般の方に見ていただきづらいとの指摘がありますので、留意願います。 

 
（６）贈賞について 

テレビ部門ドラマの部、テレビ部門ドキュメンタリーの部、ラジオ部門の芸術祭賞の贈呈式は、 

令和５年１月下旬～２月中旬に東京都区部にて実施する予定です。 
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３ 参加作品（レコード部門） 

（１）参加の条件 

① 参加作品は、令和３年１２月１日から令和４年１１月３０日までの間に初めて発売される日

本の作品とします。 

② 「日本の作品」とは、下記のものをいいます。 

• 日本国民、日本に永住を許可された者、又は日本の法令により設立された法人により製作

されたもの。 

• 外国の製作者との共同作品については、文化庁が著作権の帰属等について総合的に検討し

日本の作品として認めたもの。 

③ 参加作品は、音楽レコードで、ディスクレコードに限るものとし、広く一般に入手できるもの

とします。また、映像を含む作品について、映像は審査対象外とします。 

④ 参加作品数は、各者５作品以内とし、そのうち「組物」は３作品以内とします。ただし、１者

当たりの参加総枚数は２０枚以内とします。 

⑤ 主な演奏者等については、プロフィール資料（活動歴等がわかるもの。１人につきＡ４用紙１枚 

以内としてください）を添付してください。 

 
（２）申込み方法 

参加を希望する者は、WEBページの登録フォームにおいて、必要事項を記入し、記入完了により生 

成されるファイルをダウンロード・印刷し、申込み受付期間内（令和４年７月１日（金）～７月２９ 

日（金）（必着））に一般社団法人日本レコード協会宛てに提出してください。なお、申込書は、一 

般社団法人日本レコード協会が取りまとめ、文化庁芸術祭参加申込み受付担当に提出していただくこと 

となっています。 
【申込先】 

     〒１０５－０００１ 東京都港区虎ノ門２－２－５ 共同通信会館９階 

一般社団法人日本レコード協会 管理部 

※ 封筒に「令和４年度（第７７回）芸術祭参加申込書在中」と朱書きしてください。 
 

（３）参加の承認等 

① 参加申込みを受けた執行委員会事務局は、審査委員会に参加の可否を諮り、その結果は９月中

旬を目途に日本レコード協会を経由して、申込者に通知します。 

② 参加承認以後に、作品内容を変更しようとするときは、その理由を付し、日本レコード協会を

通じて執行委員会事務局に内容変更届を提出し、承認を求めなければなりません。なお、事情に

よっては、参加の承認を取り消すことがあります。 

③ 参加申込み後、参加作品が芸術祭期間中に発売されなくなったときは、速やかに日本レコード

協会を通じて執行委員会事務局に辞退届を提出しなければなりません。 

 
（４）参加承認後の手続等 

① 参加承認後に初めて発売される参加作品は、ジャケット、ポスター、チラシ、WEBサイト等に

芸術祭シンボルマークを使用し、「令和４年度文化庁芸術祭参加作品」と明示してください。な

お、参加承認を受ける前に発売した作品については、可能な限り参加各社の広報媒体（WEBサイト、

広報誌等）で、芸術祭参加作品として広報活動に努めてください。 
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【表示方法】 

令和４年度文化庁芸術祭参加作品 
 

なお、掲載方法の詳細については、参加承認作品についての通知発送の際に同封させていただ

く書類を御覧ください。 

 
② 参加を承認された作品につきましては、日本レコード協会宛てに、参加作品審査のための 

ディスクレコード（１作品につき８枚（組））の送付をお願いします。 

 
（５）その他 

レコード部門の芸術祭賞贈呈式については、令和５年１月下旬～２月中旬に東京都区部にて実施

する予定です。 

８ 

 
文化庁芸術祭執行委員会事務局（文化庁参事官（芸術文化担当）付 舞台芸術係） 
〒１００－８９５９ 東京都千代田区霞が関 ３－２－２ 
TEL ０３－５２５３－４１１１（内線４７７７・２０８１） 
FAX ０３－６７４４－３８１５ 

 
 https://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/jutenshien/geijutsusai/r04/index.html 



 

 

芸 術 祭 開 催 要 綱 
 

（昭和４４年 ５月１６日文化庁長官裁定  ） 
（全部改正 昭和６０年 ５月１０日 ） 
（一部改正 昭和６１年 ６月３日 ） 
（一部改正 昭和６１年 １２月２日 ） 
（一部改正 平成３年 ５月１６日 ） 
（一部改正 平成７年 ５月３０日 ） 
（一部改正 平成８年 ６月６日 ） 
（一部改正 平成９年 ５月１２日 ） 
（一部改正 平成１０年 ４月２０日 ） 
（一部改正 平成１１年 ４月２６日 ） 
（一部改正 平成１３年 ５月１１日 ） 
（一部改正 平成１５年 ５月１６日 ） 
（一部改正 平成１７年 ５月２６日 ） 
（一部改正 平成１８年 ５月１５日 ） 
（一部改正 平成１９年 ５月２２日 ） 
（一部改正 平成２３年 ６月１７日 ） 
（一部改正 平成２９年 １１月１３日 ） 
（一部改正 平成３０年  １０月１日 ） 
（一部改正 令和２年  ５月２２日 ） 

 
１ 趣 旨 

   

芸術祭は、芸術の祭典として、広く一般に内外の優れた芸術作品を鑑賞する機会を提供する

とともに、芸術の創造とその発展を図り、もって我が国文化の向上と振興に資する。 
 
 

２ 実施機関 
（１）芸術祭を実施するため、毎年度、文化庁において文化庁芸術祭執行委員会（以下「委員

会」という。）を組織する。 

 
（２）委員会は、会長、委員長、企画委員及び審査委員（以下「委員」という。）をもって組織

する。 

 
（３）会長は、文化庁長官をもってあて、委員会を代表する。 

 
（４）委員長は、企画委員の中から互選で定め、委員会の事務を統轄する。 

 
（５）委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が、その職務を代理する。 
 
（６）委員は、各界の学識経験者等の関係者のうちから、文化庁長官が委嘱する。 

 
（７）企画委員は、企画委員会を組織して第３項、第４項並びに第６項第１号及び第５号について議 

決する。 

 
（８）審査委員は、第５項第３号及び第４号の各部門に分属して審査委員会を組織する。 
 
（９）各部門の審査委員会に、審査委員の互選により審査委員長及び審査副委員長をおく。 

審査委員長は、当該部門の審査事務を整理する。審査副委員長は、審査委員長が事故等で欠けた 
ときは、その職務を代理する。 
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１０ 

３  期 間 

原則として１０月から１１月までとし、各年度の期間は企画委員会で決定する。 

 
 

４ 開催地 
関東・関西とする。 
なお、企画委員会が特に必要と認める場合は、その他の道県又は市でも開催できるものとす 

る。 
 

 
５ 形態及び部門 
（１）芸術祭の形態は、主催公演、協賛公演（作品）、参加公演、参加作品とする。 

 
（２）主催公演及び協賛公演（作品）部門 

①演劇 ②音楽 ③舞踊 ④大衆芸能 ⑤民俗芸能 ⑥放送 ⑦レコード 

 
（３）参加公演部門 

①演劇 ②音楽 ③舞踊 ④大衆芸能 

 
（４）参加作品部門 

①テレビ ②ラジオ ③レコード 
 

 
６ 実施方法 
（１）主催公演とは、芸術祭の期間中に企画委員会が企画し、芸術団体等に制作を依頼して行う

公演をいう。 
主催公演については、文化庁はその公演経費の全部又は一部を負担する｡ 
文化庁は、主催公演のために楽曲、脚本等の委嘱又は募集を行うことができる。 

 
（２）協賛公演（作品）とは、優れた実績をもつ芸術家又は団体が芸術祭の期間中に行う公演

（作品）のうち、芸術祭の趣旨に協賛する公演（作品）をいう｡ 
協賛公演（作品）については、文化庁はその公演の広報宣伝に努めるものとする。 

 
（３）参加公演とは、１０月２日から１１月１０日までの間に行われる演劇、音楽、舞踊、大

衆芸能の各部門に属する公演で、芸術祭に参加を希望するものの中から、その部門の審査委

員会の意見に基づき委員長が芸術祭参加を適当と認めた公演をいう。 
 

（４）参加作品とは、芸術祭の期間中に公開されるテレビ、ラジオ及びレコードの各部門に属する作

品で、芸術祭に参加を希望するものの中から、前号に準じて芸術祭参加を適当と認めた作品をい

う。 
 

（５）審査委員会は、次の審査を行う 

①前３号及び４号に定める参加に関する審査。 

参加に関する規程は、企画委員会が別に定める。 

②第７項に定める贈賞に関する審査。 

審査委員会は、贈賞の理由と選考経過の要旨を作成し、文化庁ホームページ等に公表する。 

 

 



 

 

（６）芸術祭に関する事務は、文化庁参事官（芸術文化担当）で処理する。 
 
 
７ 贈 賞 
（１）文部科学大臣は、審査委員会の意見に基づき、次の賞を贈呈する。 

①演劇、音楽、舞踊、大衆芸能の各部門 
芸術祭大賞 特に優れた成果をあげた者又は団体 

芸術祭優秀賞 優れた成果をあげた者又は団体 

芸術祭新人賞 優れた成果をあげ、将来が期待される新人 

②テレビ、ラジオの各部門 

芸術祭大賞 特に優れた成果をあげた団体 

芸術祭優秀賞 優れた成果をあげた団体 

芸術祭放送個人賞 優れた成果をあげた者 

③レコード部門 

芸術祭大賞 特に優れた成果をあげた団体 

芸術祭優秀賞 優れた成果をあげた団体 
 

（２）受賞者は、芸術活動を通じて社会に貢献し、国民の模範となり得る者であることとする。 
 
 

８ その他 
各年度の芸術祭について、この要綱によらず実施する必要があるときは、実施に必要な事項を文

化庁長官が別途定める。 
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令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加規程 

 
令 和 ４ 年 ６ 月 ３ 日 
令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭 
執  行  委  員  会  ・ 企  画  委  員  会  決  定  

 

令和４年度（第７７回）芸術祭への参加については、本規程及び別途定める「芸術祭の手引き」によ

るものとする。 

 
１ 参加部門 

（１）演劇部門 

① 関東参加公演の部 ② 関西参加公演の部 

（２）音楽部門 

① 関東参加公演の部 ② 関西参加公演の部 

（３）舞踊部門 

① 関東参加公演の部 ② 関西参加公演の部 

（４）大衆芸能部門 

① 関東参加公演の部 ② 関西参加公演の部 

（５）テレビ部門 

① ドラマの部 ② ドキュメンタリーの部 

（６）ラジオ部門 

（７）レコード部門 

 

 

２ 参加の条件 

（１）演劇、音楽、舞踊及び大衆芸能の各部門 

① 内 容 

ア  参加公演は、企画性に富み意欲的な内容をもった芸術祭にふさわしい内容を備えていること

を必要とする。 

イ  参加公演は、専門家の制作・出演に係るものに限る。ただし、特に必要と認められる場合は

この限りではない。 

② 参加の単位 

ア 参加は、原則として公演単位とする。 

イ 同一の個人（団体）の参加は、同一部門１公演とする。 

③ 公演会場 

公演会場は、関東参加公演については関東圏内（東京都内及びその周辺部をいう。）とし、関

西参加公演については関西圏内（大津市、京都市、大阪市、神戸市、奈良市、和歌山市及びそ

の周辺部をいう。）とする。 

④ 参加期間 

関西参加公演は、令和４年１０月２日から令和４年１１月１０日までの間とし、関東参加公演は、

令和４年１０月１２日から令和４年１１月１０日までの間とする。 

 
（２）テレビ、ラジオ及びレコードの各部門 

① 内 容 

１２ 
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参加作品は、企画性に富み意欲的な内容をもった芸術祭にふさわしい作品とする。 

② 参加の単位 

作品単位とする。 

③ 選考の対象 

ア  テレビ部門 

（ア）参加作品は、令和４年１０月１日から令和４年１１月３０日までの間に放送される作品と

する。ただし、令和３年９月１日から令和４年９月３０日までの間に初めて放送された作品

で、期間中に再放送するものについてもこれに含むものとする。 

（イ）参加作品は、１作品あたり３時間以内とする。 
（ウ）参加申込数は、ドラマ、ドキュメンタリーごとに、日本放送協会は８作品以内、一般社団

法人日本民間放送連盟（以下、「民放連」という。）会員各社は各社１作品以内とする。 

イ ラジオ部門 
（ア）参加作品は、令和４年１０月１日から令和４年１１月３０日までの間に放送される作品と

する。ただし、令和３年９月１日から令和４年９月３０日までの間に初めて放送された作品

で、期間中に再放送するものについてもこれに含むものとする。 

（イ）参加作品は、１作品あたり３時間以内とする。 

（ウ）参加申込数は、日本放送協会はドラマ、ドキュメンタリー合わせて１０作品以内、民放連

会員各社はドラマ、ドキュメンタリーごとに各社１作品以内とする。 

ウ レコード部門 

（ア）参加作品は、令和３年１２月１日から令和４年１１月３０日までの間に初めて発売される

日本の作品とする。 

（イ）「日本の作品」とは、下記のものをいう。 

• 日本国民、日本に永住を許可された者、又は日本の法令により設立された法人により

製作されたもの。 

• 外国の製作者との共同作品については、文化庁が著作権の帰属等について総合的に検

討し日本の作品として認めたもの。 

（ウ）参加作品は、音楽レコードで、ディスクレコードに限るものとし、広く一般に入手できるも

のとする。また、映像を含む作品について、映像は審査対象外とする。 

（エ）参加作品数は、各者５作品以内とし、そのうち「組物」は３作品以内とする。ただし、１ 

者当たりの参加総枚数は２０枚以内とする。 

 
３ 申込み方法 

（１）演劇、音楽、舞踊及び大衆芸能の各部門 

参加を希望する者は、所定の申込書に必要事項を記入し、申込み受付期間内に、文化庁芸術祭参

加申込み受付担当宛てに申し込むこと。 

 
（２）テレビ及びラジオの各部門 

参加を希望する者は、所定の申込書に必要事項を記入し、申込み受付期間内に、文化庁芸術祭参

加申込み受付担当に申し込むこと。 

ただし、上記の申込書は、日本放送協会の各放送局は日本放送協会本部に、民放連会員各社は民

放連宛てに申し込むこと。日本放送協会本部及び民放連は受理した申込書を取りまとめて文化庁芸

術祭参加申込み受付担当に提出するものとする。 

 
（３）レコード部門 

参加を希望する者は、所定の申込書に必要事項を記入し、申込み受付期間内に一般社団法人日 
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本レコード協会宛てに申し込むこと。 

一般社団法人日本レコード協会は、受理した申請書を取りまとめ、速やかに文化庁芸術祭参加

申込み受付担当に提出するものとする。 

 
４ 参加の承認等 

（１）演劇、音楽、舞踊及び大衆芸能の各部門 

① 参加申込みを受けた文化庁芸術祭執行委員会事務局（文化庁参事官（芸術文化担当）付内、以

下「執行委員会事務局」という。）は、各部門の審査委員会に参加の可否を諮り、その結果を申

込者に通知する。 

② 参加の承認を受けた以後に、公演内容を変更しようとするときは、直ちに執行委員会事務局へ

連絡。その上で執行委員会事務局の指示に従い、その理由を付した、内容変更届を公演実施日の

１か月前までに提出し、承認を求めなければならない。 

 
（２）テレビ及びラジオの各部門 

① 参加申込みを受けた執行委員会事務局は、申込み内容を確認の上、審査委員会に報告する。 

② 参加申込みをした後、やむを得ない事情により作品内容等を変更しようとするときは、その理

由を付し、原則として放送日の７日前までに、日本放送協会分については日本放送協会本部、民

放連会員各社については民放連を通じて執行委員会事務局に内容変更届を提出しなければならな

い。 

③ 参加申込みをした後、参加作品が芸術祭期間中に放送できなくなったときは、その理由を付し、原

則として放送日の７日前までに、日本放送協会分については日本放送協会本部、民放連会員各社につ

いては民放連を通じて執行委員会事務局に辞退届を提出しなければならない。 

 
（３）レコード部門 

① 参加申込みを受けた執行委員会事務局は、審査委員会に参加の可否を諮り、その結果を申込者に

通知する。 

② 参加の承認を受けた以後に、作品内容を変更しようとするときは、その理由を付し、一般社団法

人日本レコード協会を通じて執行委員会事務局に内容変更届を提出し、承認を求めなければなら

ない。 

③ 参加申込みをした後、参加作品が芸術祭期間中に発売されなくなったときは、速やかに一般社

団法人日本レコード協会を通じて執行委員会に辞退届を提出しなければならない。 

 
（４）各部門における審査の観点等 

審査に当たっては、下記の点に留意する。 

① 特定の者に限らず、一般に公開されていること。 

② 独創性に富み、企画、内容及び技法が総合的に優れていること。 

③ 鑑賞者に健全な感動を与えるものであること。 

④ 政治的又は宗教的宣伝意図が顕著でないこと。 

⑤ 参加公演の各部門、１日に１公演の参加を原則とする。 

 
５ 参加承認後の手続等 

（１）演劇、音楽、舞踊及び大衆芸能の各部門 

① 参加公演の上演に際しては、ポスター、チラシ、プログラム等に芸術祭シンボルマークを使用し、 

「令和４年度文化庁芸術祭参加公演」と明示すること。 
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② 参加公演の主催者は、執行委員会事務局に対し、参加公演審査のための座席の確保、チラシ、パ

ンフレット等の提供について便宜を図ること。 

 
（２）テレビ及びラジオの各部門 

① 参加作品は、放送及びポスター、チラシ等に芸術祭シンボルマークを使用し、「令和４年度文

化庁芸術祭参加作品」と明示すること。 

② 参加各社は、執行委員会事務局に対し、参加作品審査のための録音、録画テープ等の提供につい

て便宜を図ること。 

 
（３）レコード部門 

① 参加の承認を受けた後に初めて発売される参加作品は、ジャケット、ポスター、チラシ等に芸術

祭シンボルマークを使用し、「令和４年度文化庁芸術祭参加作品」と明示すること。ただし、参加の承

認を受ける前に発売した作品については、可能な限り参加各社の広報媒体（ホームページ、広報誌等）

で、芸術祭参加作品として広報活動に努めること。 

② 参加者は、執行委員会事務局に対し、参加作品審査のためのレコードの提供について便宜を図

ること。 

 
６ 参加の取消し 

この規程に違反する行為があった場合は、参加承認を取り消すことがある。 



 

 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭執行委員会委員名簿 

 
《企画委員》      

碓井 広義     大久保 好男    大谷 紀美子    織田 紘二 
上倉 泉      河村 潤子     上滝 徹也     堤 剛 
長井 好弘     野平 一郎     畑 律江      林 尚之 
古川 綾子     堀内 修      前田 晃伸     宮辻 政夫 

 
《審査委員》 

【演劇部門】 
（関東の部）   内田 洋一     小田 幸子     河野 孝      小玉 祥子      

児玉 信      伊達 なつめ    林 尚之   
    

（関西の部）   神澤 和明     亀岡 典子      立花 恵子   畑 律江 
広瀬 依子     藤田 隆則      前田 みつ恵 

 
【音楽部門】 
（関東の部）   伊藤 制子     加納 マリ     薦田 治子     柴辻 純子 

野川 美穂子    堀内 修      山田 治生   
 

   （関西の部）   大田 美佐子    大谷 紀美子    椎名 亮輔     志村 哲 
武内 恵美子    西村 理      横原 千史   

 
【舞踊部門】 
（関東の部）   阿部 さとみ    海野 敏      岡見 さえ     織田 紘二 

桜井 多佳子    長野 由紀     渡辺 真弓   
 

   （関西の部）   尾本 安代     小橋 弘之     菘 あつこ     富田 大介 
原田 奈名子    坂東 亜矢子    宮辻 政夫   

 
【大衆芸能部門】 
（関東の部）   大友 浩      佐藤 友美     長井 好弘     中川 桂 

濱田 元子     油井 雅和     渡邉 寧久   
 

（関西の部）   伊東 雄三     辻 則彦      中西 らつ子    日髙 美恵 
古川 綾子     松尾 美矢子    安田 謙一   

 
 

【テレビ・ドラマ部門】 
岡室 美奈子    上滝 徹也     仲宇佐 ゆり    野村 正昭 
樋口 尚文     八木 康夫    吉川 邦夫   

 
【テレビ・ドキュメンタリー部門】 

安部 裕      飯田 みか     碓井 広義     佐藤 由紀 
高瀬 毅      竹林 紀雄     信友 直子  
 

【ラジオ部門】  石井 彰      石井 育子     入江 たのし     上倉 泉 
小泉 世津子    三原 治      吉村 ゆう   

 
【レコード部門】    岡部 真一郎    國土 潤一     齊藤 裕嗣     谷垣内 和子 

千葉 優子     長木 誠司     野平 一郎 

１６ 



 

 

 
 
 
演劇部門

令和３年度（第７６回）文化庁芸術祭賞受賞一覧（参加公演） 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 
 

大 賞 

（関東参加公演の部） 

劇団新派 

 

「十月新派特別公演 」における「太夫 さん」の成果 

（関西参加公演の部） 

兵庫県立ピッコロ劇団 

 

第71回公演「いらないものだけ手に入る」の成果 

 
 

優秀賞 

（関東参加公演の部） 

内野 聖陽 

 

こまつ座 第 138 回公演 「化粧二題 」における演技 

（関西参加公演の部） 

エイチエムピー・シアターカンパニー 

 

エイチエムピー・シアターカンパニー「マクベス 釜と剣」の成果 

 
 

新人賞 

（関東参加公演の部） 

平体 まひろ 

 

ala Collectionシリーズvol.12「紙屋悦子の青春」における演技 

（関西参加公演の部） 

礼 真琴 

 

宝塚歌劇 星組公演「柳生忍法帖」「モアー・ダンディズム！」における演技 

 
 
音楽部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 
 

大 賞 

（関東参加公演の部） 

仲道 郁代 

 

「仲道郁代ピアノ・リサイタル 幻想曲の模様」の成果 

（関西参加公演の部） 

太田真紀&山田岳 

 

「オペラ≪ロミオがジュリエットRomeo will juliet≫」の成果 

 

 
優秀賞 

（関東参加公演の部） 

米川 文清 

 

「第14回 米川文清 箏・三絃 演奏会」の成果 

（関西参加公演の部） 

公益社団法人アンサンブル神戸 

 

「第68回定期演奏会」の成果 

 
 

新人賞 

（関東参加公演の部） 

山本 亜美 

 

「第7回山本亜美二十五絃箏リサイタル 佇むさきに」の成果 

（関西参加公演の部） 

熊谷 綾乃 

 

歌劇「つばめ」における歌唱 

 
 
舞踊部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 
 

大 賞 

（関東参加公演の部） 
麿 赤兒 

 

「ゴールドシャワー」の成果 

（関西参加公演の部） 
該当なし 

 

－ 

 
 
 

優秀賞 

（関東参加公演の部） 
藤間 清継 

 

「藤間清継舞踊リサイタル」の成果 

（関西参加公演の部）  
一般社団法人 貞松・浜田バレエ団 

 

「海賊」全幕の成果 

（関西参加公演の部）  
サイトウマコトの世界 

 

「ロミオとジュリエット」の成果 

 
 

新人賞 

（関東参加公演の部） 
宮川 新大 

 

東京バレエ団「中国の不思議な役人」、「ドリームタイム」における演技 

（関西参加公演の部） 
今井 大輔 

 

法村友井バレエ団公演「ロメオとジュリエット」におけるロメオの演技 

 
 
大衆芸能部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 
 

大 賞 

（関東参加公演の部） 

隅田川 馬石 

 

「奮闘馬石特別編 中村仲蔵通し公演」の成果 

（関西参加公演の部） 

笑福亭 松喬 

 

「笑福亭松喬 還暦独演会」における「らくだ」の話芸 

 

 
優秀賞 

（関東参加公演の部） 

神田 京子 

 

「神田京子独演会」の成果 

（関西参加公演の部） 

桂 吉の丞 

 

「吉の丞進学塾」の成果 

 
 

新人賞 

（関東参加公演の部） 

桂 竹千代 

 

「桂竹千代独演会2021冬」の成果 

（関西参加公演の部） 

旭堂 南龍 

 

「第三回旭堂南龍独演会」の成果 
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令和３年度（第７６回）文化庁芸術祭賞受賞一覧（参加作品） 
 
 

 
テレビ・ドラマ部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 

大 賞 
 
日本放送協会 

 
土曜ドラマ「今ここにある危機とぼくの好感度について」 

 
 
 

優秀賞 

 
関西テレビ放送株式会社 

 
大豆田とわ子と三人の元夫 

 
日本放送協会 

 

ＮＨＫスペシャル 「ドラマ こもりびと」 

 
日本放送協会 

 
終戦ドラマ「しかたなかったと言うてはいかんのです」拡大版 

 
 
 
テレビ・ドキュメンタリー部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 

大 賞 
 
株式会社テレビ岩手 

 

たゆたえども沈まず 

 
 
 

優秀賞 

 
日本放送協会 

 
ＮＨＫスペシャル 「イナサ ～風寄せる大地 16年の記録～」 

 
北海道放送株式会社 

 
ネアンデルタール人は核の夢を見るか ～“核のごみ”と科学と民主主義～ 

 
日本放送協会 

 
ETV特集 「ドキュメント 精神科病院×新型コロナ」 

 
 
 
ラジオ部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 
 

大 賞 
（ドキュメンタリーの部） 
RSK山陽放送株式会社 

 
塀の中のラジオ～贖罪と更生 岡山刑務所から 

 
 
 

優秀賞 

（ドラマの部） 
日本放送協会 

 
FMシアター「はるかぜ、氷をとく」 

（ドラマの部） 
信越放送株式会社 

 
SBCラジオスペシャル Lost and Found～家族と故郷を失った父と娘の10年～ 

（ドキュメンタリーの部） 
株式会社CBCラジオ 

 
ERのオーケストラ 

 
 
 
レコード部門 

区 分 受賞者（団体） 受 賞 対 象 

 
大 賞 

 
公益財団法人日本伝統文化振興財団 

 
地歌のいろは～九州系地歌と上方地歌の競演～ 

 
 
 
 

優秀賞 

 
株式会社フォンテック 

 
ケージ プリペアド・ピアノのためのソナタとインターリュード 

 
株式会社マイスター・ミュージック 

 

肖像 

 
有限会社テイク・ワン（Northern lights Records） 

 
ZEN YAMATO 2nd 
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（演劇・音楽・舞踊・大衆芸能部門用） 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加申込書 

（演劇・音楽・舞踊・大衆芸能部門用） 
 

令和 年 月 日 

文化庁芸術祭執行委員会 御中 

住所 〒 
（ふりがな） 

団体名 

代表者職名及び氏名  
※上記には、受賞の際の公表名称を記入してください。 

※芸術家個人で応募する場合、団体名は記載しないでください。 
（郵便物の集配に当たって団体名が必要な場合、住所で○○内と記載してください。） 

 
事 務 

連絡先等 

事務連絡 担当者名 
 

メールアドレス 
 

事務連絡先 電話番号 
 

事務連絡担当住所
（上記と異なる場合） 

 

公演内容お問合せ先名 
 公演内容お問合せ先 

電話番号 
 

 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加規程を承知し、下記の公演の参加を申し込みます。 

１．参加部

門 
演劇 ・ 音楽 ・ 舞踊 ・ 大衆芸能 （いずれかを○で囲んでください） 

関東 ・ 関西 （いずれかを○で囲んでください） 

 
２．公演名 

（ふりがな） 

 
 
 

※能楽について作品単位での御応募の場合には、公演名の後にその旨御入力ください。 例・・・高砂＜作品単位での応募＞ 

 
 
３．会場名

等 

（ふりがな）  

会場名 
 

会場電話番号 
 

会場所在地 
都

府 
県 

会場最寄り駅 
     

線 
   

駅 
 
４．入場料 

 
 
 
※前売り、会員割引料金等は御入力いただく必要はございません。 

 
 
 
５．公演 

日程等 

 

公演

全体 

初日： 月 日 曜日 ～ 最終日： 月 日 曜日 

公演日数 日（休演日は

含まない） 
公演回数 回 

 

参加 
期間内 

初日： 月 日 曜日 ～ 最終日： 月 日 曜日 

公演日数 日（休演日は

含まない） 
公演回数 回 

公演所要時間 分 
（休憩時間等を含む開演から終演まで） 
（能楽について作品単位での応募の場合には作品のみの所要時間） 

 
チェックリスト（必ず確認した上で提出して下さい） 
必ず全員がチェックしてください。 以下は該当する項目に、チェックしてください。 

□留意事項（３ページ）を確認しましたか。 

□郵便番号・住所は記入していますか。 

□公演内容に間違いはありませんか。 
□公演日程詳細に間違いはありませんか。 
□一番最近行った公演チラシ１枚、及び簡単な経歴・芸歴資料は 
同封していますか。 

・初参加および過去５年間参加承認がない場合、公演記録（音楽CD、DVD）を同封 
してください。 

□過去５年間に参加承認あり 
□参加承認なし → □公演記録（音楽CD、DVD）を同封しましたか。 

・上演作品が新作である場合、企画書等その公演内容の分かる資料を同封してください。

□上演作品は新作ではない 

□新作になる →□企画書等その公演内容の分かる資料を同封しましたか。 



 

 

（演劇・音楽・舞踊・大衆芸能部門用） 
 

６．参加の意図 ※４００字・１８行以内 
 

７．公演のあらすじ・概要など ※６００字・２６行以内 
 

８．過去５年の参加申込み 
（いずれかを○で囲んでください） 

無 ・  有 →  申込み年度（  平成    令和 年度） 
※複数年度に該当がある場合（○、△年度）と記入してください。 

９．過去１０年の参加承認 
（いずれかを○で囲んでください） 

無 ・  有 →    参加年度（  平成    令和 年度） 
※複数年度に該当がある場合（○、△年度）と記入してください。 

 
１０．文化庁芸術祭受賞歴 

 

 

 

団体名（参加申込者名） 



 

 

（演劇・音楽・舞踊・大衆芸能部門用） 

１１．演目・曲目等（ふりがな） １２．主な出演者名（ふりがな） １３．主な製作スタッフ名 
（ふりがな） 

 ※出演者の役名を記載していただく場合

は、 以下のように記載してください。 
例・・・ 役名：出演者名（ふりがな） 

※製作スタッフの役割を記載していただく

場合は、以下のように記載してください。 
例・・・ 役割：製作スタッフ名（ふりが

な） 

 

 

団体名（参加申込者名） 



 

 

 

１４．公演日程

詳細 

（演劇・音楽・舞踊・大衆芸能部門用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（注１） 申請後の計画変更（会場、日時、出演者、演目、上演時間等の変更）は、原則として認められません。 
申請者におかれましては、十分に計画を練った上で申請していただきますようお願いいたします。 
やむを得ない事情により変更する場合は、内容変更届により、公演実施日の１か月前までに事務局に申請してください。ただし、変更の内容によって

は認められない場合があります。 
（注２） 「参加規定」・「芸術祭の手引」に違反する行為があった場合は、参加を取り消すことがあります。 
（注３） この申込書に記入された内容については、参加公演審査又は文化庁（文化庁発注業者含む）から連絡を取る以外の用途で使用されることはありませ

ん。 
 

 

団体名（参加申込者名） 



 

 

（テレビ・ラジオ部門用） 

 
令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加申込書 

（テレビ・ラジオ部門） 

令和  年 月 日 
文化庁芸術祭執行委員会 御中 

住所 〒 
（ふりがな） 

 

会社名 
 

代表者職名及び氏名  

 
 

事 務 
連絡先等 

事務連絡担当名  
部署  

事務連絡先 
電話番号 

 事務連絡担当住所 
（上記と異なる場合） 

 

メールアドレス  

 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加規程を承知し、下記の公演の参加を申し込みます。 

１．参加部門 
テレビドラマ ・ テレビドキュメンタリー ・ ラジオドラマ ・ ラジオドキュメンタリー 

（いずれかを○で囲んでください） 

２．提出素材 
ビデオDVD・ オーディオCD ・ その他（ ）  

※ブルーレイディスクはその他にＢＤとご記入ください。 

収録時間（ ）分 ※CM等を削除した再生所要時間（審査に要する時間） 

 

３．作品名 
（ふりがな） 

 

４．放送年月日 令和   年 月 日（ 曜日）  時 分 ～ 時 分 （２４時間表記）  

５．新作・再
放送の別 

新作 ・ 再放送 （いずれかを○で囲む） 

再放送の場合の初放送日  令和 年 月 日 （ 曜日）  時 分  ～ 時 分 

６．参加作品の各地ネット放送局名及び放送日時 

チェックリスト（必ず確認した上で提出してください） 

□留意事項（６ページ）を確認しましたか。 

□日本の放送機関が著作権を有していますか。 

□放送日は７ページの（１）参加の条件③選考の対象に記載された期間内ですか。 

□収録時間の欄はCM等を削除した再生所要時間（審査に要する時間）で記入されていますか。 

□放送年月日の欄は２４時間制で記入されていますか。 

□記載内容に間違いはありませんか。 

□郵便番号・住所は記入していますか。 



 

 

（テレビ・ラジオ部門用） 

７．参加の意図 

 

８．参加作品の内容 

 

９．主な制作スタッフ １０．主な出演者 

  

１１．制作・著作 
 

 

１２．受賞の際の公表名称 
※１ 連名を希望する場合は、こちらに当該団体名を記入してください。 
※２ 日本放送協会は放送局名を記入してください。（日本放送協会○○放送局 
等） 

 
（注１） この申込書に記入された内容の変更は、原則として認められません。 

申込書記入の際は、令和４年度（第７７回）文化庁「芸術祭の手引」を御覧ください。 

（注２） 「参加規定」・「芸術祭の手引」に違反する行為があった場合は、参加を取り消すことがあります。 

（注３） この申込書に記入された内容については、参加作品審査又は文化庁（文化庁発注業者含む）から 

連絡を取る以外の用途で使用されることはありません。 

作品名 



 

 

（テレビ・ラジオ部門用） 

連続もの、シリーズもの概要 
 

連続ドラマやシリーズからその一部の参加を申し込む場合には、シリーズ全体の概要と、 
シリーズ全体と参加部分の関係を記入してください。 ※１０００字以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作品名 



 

 

（レコード部門用） 

 
令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加申込書 

（レコード部門） 
 

令和  年  月  日 
 

 文化庁芸術祭執行委員会 御中 

住所 〒 

（ふりがな） 
 

会社名 
 

代表者職名及び氏名  

 
 

事 務 
連絡先等 

事務連絡担当名  
部署  

事務連絡先 
電話番号 

 事務連絡担当住所 
（上記と異なる場合） 

 

メールアドレス  

 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭参加規程を承知し、下記の公演の参加を申し込みます。 
 

 

 
 
 
 

１．参加作品 

提出素材 CD（１２CM）・その他（ ） 
（いずれかを○で囲み、その他の場合はその媒体名を記載してください。） 

枚 

（ふりがな）  

作品名  

レコード番号  

収録時間 計 時間 分 

 
ライブ録音の場合 

 
演奏会の名称 

  
会場名 

  
収録年月日 

 

２．発売年月日  

３．販売価格  

４．参加の意図、制作の趣旨、ねらい等 ※１０００字・２６行以内 



 

 

（レコード部門用） 
 

５．参加作品の内容 

○ 曲目・作詞・作曲 

※７５０文字・３０行以内 

○ 主な演奏者等（ふりがな） 

※７５０文字・３０行以内 
  

６．企画・監修等 ※２００文字・４行以内 

 

 

（注１） この申込書に記入された内容の変更は、原則として認められません。 
申込書記入の際には、令和４年度（第７７回）文化庁「芸術祭の手引」を御覧ください。 

（注２） 「参加規定」・「芸術祭の手引」に違反する行為があった場合は、参加を取り消すことがあります。 

（注３） この申込書に記入された内容については、参加作品審査又は文化庁（文化庁発注業者含む）か 

ら連絡を取る以外の用途で使用されることはありません。 
 

作品名 



 

 

 

 

（全部門共通） 

 
 
 
 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭 
内容変更届 

 令和   年   月   日 

 文化庁芸術祭執行委員会 御中 

 

 

 

 

 

 

 

 

住 所 〒 

団体名 

代表者職名及び氏名  

   

 

 

令和４年度（第７７回）芸術祭に参加承認された下記の（公演・作品）について、 

内容に変更が生じたため、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

 

１．部 門 

 

 

２．参加公演・作品名 

 

 

３．内 容 

（変更前） 

 

 

 

 

（変更後） 

 

 

 

 

（変更理由） 

 

 

 

 
※括弧内は、必要ない方を取消し線で消してください。 

※変更前・後の内容及び変更理由を「３．内容」欄に記載してください。 

※内容変更届の提出・承認は公演実施日の１か月前、放送日の７日前までに行ってください。 



 

 

 

 

（全部門共通） 

 
 
 
 

令和４年度（第７７回）文化庁芸術祭 
辞退届 

 令和   年   月   日 

 文化庁芸術祭執行委員会 御中 

 

 

 

 

 

 

 

 

住 所 〒 

団体名 

代表者職名及び氏名  

   

 

 

令和４年度（第７７回）芸術祭に参加承認された下記の（公演・作品）について、 

辞退するため、下記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

 

１．部 門 

 

 

２．参加公演・作品名 

 

 

３．辞退理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※括弧内は，必要ない方を取消し線で消してください。 

 



 

 
 
 
 

＝郵送時の確認ポイント＝ 
封を閉じる前に、以下を御確認ください 

 
 
NO  

 
チェック事項 

１ 申請書類はすべて揃っていますか。 

２ 申請書類記載内容に間違いはありませんか。 

３ 時間に関する設問は、０～２４時間表記で書かれていますか。（例：午後１時→１３時） 

４ 申請書類は、推奨されている形状になっていますか。 

 
■御提出の際の形状は、下記を推奨いたしております。 

 
・クリップ留め 
 
・クリアファイル１枚にひとまとめ 

 
※下記形状での御提出は、御遠慮ください。 

 
・ホチキス留め 
 
・複数のクリアファイルに分別 
 
・クリアブック等での冊子形状 

 
 

資料１ 


